
山上利嗣

田辺幹男

田辺哲夫

下元　昇

昧元和義

i′

の

ふ

れ

あ

妄岩井優之介

宮崎南海男

酒井祥成

範I
堀本伸一

山岡義正

u
吉村アツ子

合
併
特
例
倍
の
活
用
で
、

雇
用
の
場
を
創
出
す
る

事
業
展
開
の
為
に
任
意

の
議
員
連
盟
を
早
期
に

立
ち
上
げ
る
。

「
初
心
忘
る
可
か
ら
ず
」

を
い
つ
も
念
頭
に
、
何

事
も
誠
実
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
、
考
え
て

い
ま
す
。

政
治
に
は
「
恕
」
の
精
神

が
肝
要
と
言
わ
れ
る
。

私
に
は
未
だ
備
わ
っ
て

い
な
い
、
日
々
研
鐙
に

努
め
ま
す
。

「
有
言
実
行
」

大
胆
な
発
想
、
思
い
切

っ
た
改
革
で
町
民
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
め
ざ
し

て
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。

住
民
と

氏

「

町

民

の

声

を

町

政

に

届
け
ま
す
」
を
基
本
に

二
度
目
の
当
選
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

初
心
を
忘
れ
ず
頑
張
り

ま
す
。

心
が
け
て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
山
野
草
育
成
、

演
劇
・
絵
画
、
鑑
賞
。

行
政
改
革
な
ど
変
革
の
時

代
で
す
が
、
変
わ
る
事
の

な
い
皆
様
の
恩
情
忘
れ
ず
、

良
識
あ
る
議
会
活
動
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
目
線

で
考
え
、
活
力
と
調
和

の
と
れ
た
、
地
域
社
会

作
り
に
努
め
ま
す
。

「
万
燈
遍
照
」
　
の
精
神

で
公
平
、
公
正
な
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。
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四
年
間
、
農
林
業
及
び

福
祉
関
係
を
勉
強
し
、

政
策
提
言
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

趣
味
、
し
い
た
け
栽
培

地
域
住
民
と
共
に
歩
む

議
会
活
動
を
目
指
し
ま

す。

今
な
す
べ
き
こ
と
を
、

一
つ
一
つ
心
を
込
め
て

全
力
投
球
で
。

初
心
を
忘
れ
ず
頑
張
り

ま
す
。

教
育
、
福
祉
、
環
境
、

四
万
十
川
清
流
保
全
、

産
業
振
興
、
全
て
に
お

い
て
質
を
求
め
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
と
の
一
対

一
の
対
話
を
基
本
に
、

地
域
発
展
の
た
め
に
、

全
力
で
働
い
て
ま
い
り

ま
す
。


